
旭中学校 創立８０周年における寄稿 「旭中学校と私」 

 

旭中学校には令和３年度から３年間、校長として勤務しました。この３年間

は、令和２年から始まった新型コロナウイルスの感染拡大による学校生活の

様々な制限、行事や部活動の大会の中止、林間学校や修学旅行の変更など、今

までの学校生活が大きく変わった激動の３年間でした。 

しかし、そんな学校生活の中でも感心したことがありました。それは、生徒

たちのマスク越しの挨拶です。この時学校は、感染症対策のために先生も生徒

もお互いの顔をマスク越しでしか見ないことが当たり前になっていました。し

かし、旭中学校の生徒たちは、挨拶を交わす時に相手の目を見て、心を込めて

挨拶をしてくれるので、「おはようございます」の短い会話でも心が通じ合

い、お互いが清々しい気分になることができました。そんな挨拶が普通にでき

る旭中学校の生徒は本当に素晴らしいと思いました。そして、この相手の気持

ちを考えて行動できることこそが、今のこの世の中には大切なことなのではな

いかと思います。 

最後に、これからの旭中学校の生徒たちには、当たり前のことを当たり前に

行うことができ、自分で気づき、考え、人のために主体的に行動できるよう、

中学校生活で様々なことに挑戦し、数多くの壁を乗り越えていきながら、将

来、しっかりとした社会人になるための準備をしていってほしいと思います。

そして、この旭中学校のよき伝統が、今後ずっと守られ、続いていくことを願

っています。  

 

教育支援センター 浅野 謙一 様より 

 

                   


